
は
じ
め
に

高
齢
者
医
療
を
考
え
る
う
え
で
、
近
年
抗
加
齢
医
学

（
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
学
）
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て

い
る
。
抗
加
齢
医
学
は
「
加
齢
と
い
う
生
物
学
的
プ
ロ

セ
ス
に
介
入
を
行
い
、
加
齢
に
伴
う
動
脈
硬
化
や
癌
の

よ
う
な
加
齢
関
連
疾
患
の
発
症
確
率
を
下
げ
健
康
長
寿

を
め
ざ
す
」
と
い
う
認
識
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る

学
問
で
あ
る１）
。
抗
加
齢
ド
ッ
ク
も
、
こ
の
抗
加
齢
医
学

を
実
践
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
近
年
増
加
し
つ
つ

あ
る
。
抗
加
齢
ド
ッ
ク
の
方
法
に
画
一
化
し
た
も
の
は

な
い
と
考
え
る
が
、
一
般
的
な
評
価
と
し
て
は
、
老
化

度
の
評
価
を
す
る
施
設
が
最
も
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
老

化
度
と
し
て
は
一
般
的
に
血
管
年
齢
、
筋
年
齢
、
骨
年

齢
、
ホ
ル
モ
ン
年
齢
、
神
経
年
齢
の
よ
う
な
項
目
が
あ

げ
ら
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
特
に
血
管
年
齢
を
中
心
と

し
た
抗
加
齢
ド
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
（
写
真
�
）。
本

稿
で
は
特
に
、
脳
血
管
疾
患
を
予
防
す
る
う
え
で
重
要

な
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査
、
頸
動
脈
エ
コ
ー
検
査

お
よ
び
脈
波
伝
播
速
度
（pulse

w
ave

velocity：

Ｐ
Ｗ

Ｖ
）
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
デ
ー

タ
を
高
齢
者
医
療
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
に
つ
い
て

概
説
す
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

伊
賀
瀬
道
也

高
齢
者
医
療
に
抗
加
齢
ド
ッ
ク
（
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
ド
ッ
ク
）
を
ど
う
用
い
る
か

〜
特
に
血
管
系
検
査
を
中
心
に
〜
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血
管
か
ら
み
た
抗
加
齢
ド
ッ
ク

厚
生
労
働
省
の
「
平
成
１９
年
国
民
生
活
基
礎
調

査
の
概
況
」（
図
�
）
で
上
位
を
占
め
る
疾
患
は
、

悪
性
新
生
物
が
第
１
位
で
あ
る
が
、
動
脈
硬
化
を

原
因
と
し
た
脳
・
心
血
管
系
疾
患
が
第
２
位
、
第

３
位
を
占
め
て
い
る
。
な
か
で
も
わ
れ
わ
れ
は
、

高
齢
者
に
お
け
る
脳
血
管
疾
患
の
予
防
に
最
も
大

き
な
フ
ォ
ー
カ
ス
を
あ
て
て
い
る
。
そ
の
理
由
と

し
て
は
、
図
�
に
示
す
よ
う
に
、
高
齢
者
に
お
い

て
脳
血
管
疾
患
（
脳
卒
中
）
が
要
介
護
を
要
す
る

疾
患
の
第
１
位
を
占
め
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
現
在
の
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
、

要
介
護
度
の
高
い
群
に
な
る
ほ
ど
脳
卒
中
患
者
の

占
め
る
割
合
は
高
く
、
最
も
介
護
度
の
高
い
要
介

護
５
（
寝
た
き
り
レ
ベ
ル
）
に
関
し
て
は
、
原
因

と
な
る
疾
患
は
そ
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
脳
卒
中
が
占

め
る
。
し
た
が
っ
て
、
脳
卒
中
予
防
は
、
最
も
重

要
な
克
服
す
べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
抗
加
齢
ド
ッ
ク
で
は
、
受
診
者

�
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一
人
ひ
と
り
の
ド
ッ
ク
の
結
果
か
ら
暦
年
齢
と
血
管
年

齢
の
差
を
判
定
し
、
生
活
習
慣
の
改
善
あ
る
い
は
薬
物

療
法
の
必
要
性
に
つ
い
て
受
診
者
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
こ
と
を
お
も
な
業
務
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
わ
れ
わ
れ
の
抗
加
齢
ド
ッ
ク
は
大
学
病
院

で
施
行
し
て
お
り
、研
究
同
意
を
得
ら
れ
た
受
診
者（
わ

れ
わ
れ
の
ド
ッ
ク
で
は
約
９５
％
）
の
デ
ー
タ
を
解
析
し

て
高
齢
者
医
療
の
改
善
に
寄
与
す
る
デ
ー
タ
を
発
信
す

�厚生労働省、平成１９年「国民生活基礎調査の概況」
より

厚生労働省、平成１９年「国民生活基礎調査」を一部改変

�介護が必要となった原因
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る
こ
と
も
重
要
な
役
目
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

１）
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査

近
年
め
ざ
ま
し
い
勢
い
で
普
及
し
て
い
る
検
査
で
あ

り
、
抗
加
齢
ド
ッ
ク
で
も
中
心
に
な
る
検
査
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
ド
ッ
ク
で
は
Ｇ
Ｅ
社
製Signa

E
X

IT
E

H
D

3.0T

（
テ
ス
ラ
）
を
用
い
て
施
行
し
て
い
る
。
脳
ド

ッ
ク
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
T１
強
調
画
像
、
T２
強

調
画
像
、
な
ら
び
に
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
画
像
を
撮
影
し
て
無

症
候
性
ラ
ク
ナ
梗
塞
（silent

lacunar
infarction：

Ｓ

Ｌ
Ｉ
）
の
有
無
の
診
断
、
脳
皮
質
下
虚
血
病
変
と
し
て

は
、
脳
室
周
囲
と
連
続
す
る
脳
室
周
囲
高
信
号
域

（periventricular
hyperintensity：

Ｐ
Ｖ
Ｈ
）、
脳
室

周
囲
と
連
続
性
の
な
い
深
部
白
質
病
変
（deep

w
hite

m
atter

hyperintensity：

Ｄ
Ｗ
Ｍ
Ｈ
）
の
グ
レ
ー
ド
分

類
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
T２＊
（
ス
タ
ー
）
強
調
画
像

を
頭
部
軸
位
画
像
（axial

im
age

）
で
撮
影
し
て
５
�

以
下
の
円
形
の
信
号
消
失
に
よ
り
無
症
候
性
微
小
脳
出

血
（cerebral

m
icrobleed：

Ｃ
Ｍ
Ｂ
）
を
診
断
し
て
い

る
。
特
に
Ｃ
Ｍ
Ｂ
は
将
来
の
脳
卒
中
の
予
知
因
子
で
あ

る
こ
と
が
近
年
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り２）
、
脳
ド
ッ
ク
で

の
重
要
度
が
増
し
て
い
る
。

Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査
で
は
脳
血
管
の
血
流
状
態
の
確
認
の
ほ

か
、
未
破
裂
脳
動
脈
瘤
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
施
行
す

る
。
ま
た
認
知
症
関
連
で
は
側
頭
葉
内
側
部
の
萎
縮
の

指
標
で
あ
る
側
脳
室
下
角
面
積
（tem

poralhorn
oflat-

eralventricle
area：

Ｔ
Ｈ
Ａ３）
）
を
計
測
し
て
い
る
。

２）
頸
動
脈
エ
コ
ー
検
査

高
周
波
（7.5M

H
z

以
上
）
プ
ロ
ー
ブ
を
用
い
て
計

測
す
る
頸
動
脈
内
膜
中
膜
肥
厚
度
（intim

a-m
edia

thickness：

Ｉ
Ｍ
Ｔ
）
は
、
以
前
の
検
討
で
病
理
的
に

計
測
し
た
内
膜
中
膜
複
合
体
厚
を
正
確
に
反
映
し４）
、
そ

の
肥
厚
はT

he
A

therosclerosis
R

isk
in

C
om

m
uni-

ties
（A

R
IC

）Study ５）
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
研
究

で
、
一
般
住
民
の
将
来
の
脳
卒
中
と
も
関
連
す
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
頸
動
脈
エ
コ
ー
検
査
は
非
侵
襲
的
に

（８１）79 CLINICIAN ’12 NO. 605



動
脈
硬
化
の
進
展
を
視
覚
的
に
確
認
で
き
る
検
査
で
あ

る
。
ま
た
、
動
脈
硬
化
を
機
能
的
な
変
化
か
ら
み
る
方

法
と
し
て
現
在
一
般
的
に
行
わ
れ
る
の
は
、
以
下
に
記

載
す
る
Ｐ
Ｗ
Ｖ
検
査
で
あ
る
。

３）
Ｐ
Ｗ
Ｖ
検
査

大
動
脈
に
は
、
心
臓
か
ら
駆
出
さ
れ
る
血
液
に
よ
り

周
期
的
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
た
め
、
加
齢
と
と
も
に

弾
性
線
維
は
断
裂
し
、
エ
ラ
ス
チ
ン
は
減
少
し
、
コ
ラ

ー
ゲ
ン
が
増
加
す
る
。
さ
ら
に
内
膜
は
肥
厚
し
、
内
腔

は
拡
張
し
、
壁
の
伸
展
性
は
失
わ
れ
て
い
く
。
Ｐ
Ｗ
Ｖ

は
、
こ
れ
ら
の
変
化
の
一
つ
で
あ
る
血
管
弾
性
（
ス
テ

ィ
フ
ネ
ス
）
の
指
標
と
し
て
近
年
広
く
使
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
Ｐ
Ｗ
Ｖ
は
、
動
脈
が
硬
い
ほ
ど
脈
波
の

伝
わ
り
方
が
速
く
な
る
と
い
う
原
理
を
応
用
し
て
お
り
、

２
カ
所
の
測
定
部
位
の
距
離
を
脈
波
の
伝
達
時
間
の
差

で
割
る
こ
と
で
求
め
ら
れ
る
指
標
で
あ
る
。
な
か
で
も

最
近
は
、
非
常
に
簡
便
に
測
定
が
可
能
な
上
腕
足
首
間

の
Ｐ
Ｗ
Ｖ
（baPW

V

）
が
頻
用
さ
れ
る
。

厳
密
に
は
こ
の
方
法
は
下
肢
の
筋
性
血
管
の
Ｐ
Ｗ
Ｖ

も
反
映
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、baPW

V

の
有
用
性

に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
存
在
す
る
。

富
山
ら６）
は
動
脈
硬
化
危
険
因
子
を
有
さ
な
い
７
、
８
８

１
例
で
、
加
齢
とbaPW

V

の
関
係
を
み
て
お
り
、
男

女
と
も
加
齢
に
伴
い
、
Ｐ
Ｗ
Ｖ
は
直
線
的
に
増
加
し
て

お
り
、
さ
ら
にbaPW

V

の
増
加
は
脳
卒
中
を
含
む
、

心
血
管
事
故
と
関
連
す
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る７）
。

こ
の
よ
う
に
抗
加
齢
ド
ッ
ク
でbaPW

V

を
施
行
す
る

こ
と
は
、
循
環
器
系
疾
患
予
防
の
た
め
の
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
と
し
て
有
用
で
あ
る
。

抗
加
齢
ド
ッ
ク
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を

高
齢
者
医
療
に
ど
う
生
か
す
か
？

わ
れ
わ
れ
の
抗
加
齢
ド
ッ
ク
の
デ
ー
タ
で
は
、
頭
部

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
に
お
い
て
Ｃ
Ｍ
Ｂ
は
受
診
者
の
う
ち
約
６

％
に
認
め
ら
れ
、
Ｓ
Ｌ
Ｉ
は
約
９
％
に
認
め
て
い
る
が
、

Ｃ
Ｍ
Ｂ
の
存
在
す
る
群
で
は
、
存
在
し
な
い
群
に
比
べ

て
年
齢
お
よ
び
収
縮
期
血
圧
が
高
い
傾
向
が
あ
っ
た
。
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Ｃ
Ｍ
Ｂ
の
存
在
を
規
定
す
る
因
子
を
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

回
帰
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
Ｓ
Ｌ
Ｉ
の
存
在
が
最
も
有
意

な
独
立
し
た
説
明
変
数
で
あ
っ
た８）
。
さ
ら
に
Ｃ
Ｍ
Ｂ
お

よ
び
Ｓ
Ｌ
Ｉ
が
共
存
す
る
群
で
は
、
他
の
群
に
比
し
て

収
縮
期
血
圧
が
高
く
、
Ｃ
Ｍ
Ｂ
は
Ｓ
Ｌ
Ｉ
と
と
も
に
高

血
圧
性
臓
器
障
害
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
高
齢
者
、
特
に
高
血
圧
患

者
に
対
す
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
施
行
時
に
は
T２＊
（
ス
タ
ー
）
強
調

画
像
も
撮
影
し
、
Ｓ
Ｌ
Ｉ
に
Ｃ
Ｍ
Ｂ
が
共
存
し
て
い
る

場
合
に
は
、
将
来
的
な
症
候
性
脳
卒
中
の
予
防
の
た
め

に
よ
り
積
極
的
な
降
圧
治
療
が
重
要
と
な
る
と
考
え
て

受
診
者
に
指
導
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｃ
Ｍ
Ｂ
と
動
脈
硬
化
指
標
で
あ
る
Ｉ
Ｍ
Ｔ
お

よ
びbaPW

V

の
関
連
に
つ
い
て
の
検
討
で
は
、
Ｃ
Ｍ

Ｂ
あ
り
の
群
で
は
、
今
後
１０
年
間
の
脳
卒
中
発
症
の
危

険
率
を
ス
コ
ア
化
し
た
フ
ラ
ミ
ン
ガ
ム
ス
ト
ロ
ー
ク
リ

ス
ク
ス
コ
ア
（Fram

ingham
stroke

risk
score：

Ｆ

Ｓ
Ｒ
Ｓ９）
）
に
加
え
て
、baPW

V

の
み
が
Ｃ
Ｍ
Ｂ
な
し

の
群
と
比
較
し
て
有
意
に
高
値
を
示
し
た
。
さ
ら
に

baPW
V

が
Ｃ
Ｍ
Ｂ
存
在
の
予
測
因
子
と
な
る
か
に
つ

い
て
、baPW

V

を
３
分
位
に
分
け
て
検
討
し
た
結
果
、

baPW
V

の
高
い
第
２
、
第
３
分
位
で
の
Ｃ
Ｍ
Ｂ
の
頻

度
が
有
意
に
高
く
、
Ｒ
Ｏ
Ｃ
解
析
に
よ
り
求
め
た
Ｃ
Ｍ

Ｂ
の
存
在
に
対
す
るbaPW

V

の
カ
ッ
ト
オ
フ
値
は

1,500cm
/sec

で
あ
っ
た
。
そ
こ
でbaPW

V
1,500cm

/sec

以
上
を
基
準
と
し
て
、
Ｃ
Ｍ
Ｂ
の
存
在
に
対
す
る

多
変
量
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

年
齢
、
性
別
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
脂
質
、
血
糖
、
血
圧
、
脈
圧

な
ど
、
他
の
交
絡
因
子
で
補
正
し
た
後
もbaPW

V

1,500cm
/sec

以
上
は
、
Ｃ
Ｍ
Ｂ
存
在
の
独
立
し
た
危

険
因
子
で
あ
っ
た１０）
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
一
般
の
検
診

でbaPW
V

1,500cm
/sec

以
上
の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ

た
場
合
に
は
、
Ｃ
Ｍ
Ｂ
の
存
在
を
疑
っ
て
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ

を
施
行
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
お
も
に
わ
れ
わ
れ
の
ド
ッ
ク
の
デ
ー
タ
か

ら
み
た
循
環
器
疾
患
、
特
に
脳
血
管
疾
患
の
予
防
に
関
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す
る
観
点
か
ら
抗
加
齢
ド
ッ
ク
の
有
用
性
に
つ
い
て
紹

介
し
た
。
今
後
全
国
の
諸
施
設
で
開
始
さ
れ
る
抗
加
齢

ド
ッ
ク
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

ま
た
、
今
後
の
展
開
と
し
て
現
在
ま
で
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
デ
ー
タ
を
縦
断
的
に
解
析
し
た
研
究

は
数
少
な
く
、
今
後
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
多
く
の
縦
断

的
研
究
が
循
環
器
疾
患
領
域
に
お
け
る
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
ド
ッ
ク
の
果
た
す
有
用
性
を
示
し
て
く
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

（
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医
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特集：不眠症

概念

不眠症の現状と問題点 秋田大学 清水徹男

不眠症の概念、定義 滋賀医科大学 大川匡子

わが国における不眠症の疫学 国立保健医療科学院 土井由利子

不眠症の診断・治療ガイドライン

国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所 三島和夫

不眠症の臨床的分類

原発性不眠 東京医科大学 井上雄一

精神疾患による不眠 旭川医科大学 千葉 茂

身体疾患による不眠 愛知医科大学 塩見利明

ライフステージ毎の不眠 北里大学 田ヶ谷浩邦

概日リズム睡眠障害 東京慈恵会医科大学 小曽根基裕

診断

問診と質問票

大阪大学保健センター、大阪大学医学部附属病院睡眠医療センター

足立浩祥

睡眠の診断補助となる検査 名嘉村クリニック 名嘉村 博

治療

薬物療法 大阪回生病院睡眠医療センター 谷口充孝

非薬物療法 株式会社アドバンテッジリスクマネジメント 宗澤岳史

トピックス

睡眠障害と QOL 久留米大学 内村直尚

エスゾピクロンの海外エビデンス 日本大学 内山 真
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